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概 要

応 用 分 野

水産物は，その複雑な流通形態が故に，消費者に生産過程（漁場や漁獲方法など）を伝える仕組みが
ほとんど確立されていない．本課題では，鳥取県中部地域で水揚げされる水産物を対象とし，消費者向
けパンフレットを作成することによって‘生産者の顔の見える地域ブランド’の創出を試み，さらに，その効
果について，アンケート調査等を実施し評価を試みる．
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研 究 内 容

1月：サワラ（酒津） 2月：ウマヅラハギ（賀露） 3月：コウイカ（賀露） 4月：バイ（賀露）

5月：アジ（夏泊） 6月：トビウオ（青谷） 7月：イワガキ（福部） 8月：白いか（賀露）

9月：シイラ（浜村） 10月 カレイ，ハタハタ（賀露） 11月：マツバガニ（賀露） 12月：ハマチ（泊）

写真：しいら漬け漁業の様子（９月） 写真：松葉がにの水揚げ風景（11月） 写真：刺網漁業の様子（1月）


